
このまちの１００年

「一宮」

上空からみた一宮エリア

江戸時代に始まる三八市。真清田神社の門前に市が立ち、買い物客が集まった

繊維の街として発展した愛知県一宮市。大正10
年に市制を施行した

昭和20年の一宮空襲で焼失する前の真清田神社

東海道本線の尾張一宮駅前の様子

昭和31年から始まった一宮七夕まつりで
は、盆踊りも開催されている

昭和39年に誕生した、名神高速道路の一宮インターチェンジ付近
の空撮

一宮は尾張国一宮・真清田神社の門前町として発達しました。古くから繊維産業が発展し、朝から
喫茶店を利用する労働者も多いことから始まったといわれる『モーニングサービス』は、現在では中
京圏の文化となっています。
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